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その他ユーザーサポート資料は EBSCO Connect へ 
Youtube動画、PDF資料を多数ご用意しています︕ 
 
 ☞ https://x.gd/U0vRX 

 



 

【出版物検索】 
検索 BOX が３つ見える詳細検索画面の「出版物」をクリックします。お好みのタイトルを検索し、出版年、号を選択して、
論文記事を読むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出版年をクリックし、参照する号を選択します 

タイトル︓Acta Neurologica Scandinavica 

 詳細検索 
画面より 



 

【Subject Headings検索】:CINAHL Headings 
Subject Headings では、各サブジェクト（用語）から文献検索を実行します。 
画面は CINAHL の Subject Headingsの例で、major headings（メジャーヘディング）や subheadings 
（サブヘディング）を使って検索条件を設定します。用語に関連するサブジェクトがツリーで表示されます。 
 

 

 
ツリー表示 

subheadings 
（サブヘディング） 

major headings→ 
（メジャーヘディング） 

Subheadings の 
表示/非表示が 
切り替え可能 

 詳細検索 
画面より 



 

【インターフェースの言語設定】 

インターフェースの言語設定は、日本語、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国語、タイ語、ベトナム語など 
33言語に対応しています。インターフェースの言語を変えるときは、”MyEBSCO” → ユーザー設定（My Preference） 
 →プルダウンメニューから表示言語を変更できます。 

 
 

 

 EDS/EBSCOhostの表示インターフェースは、ユーザーが使用しているブラウザの言語設定に合わせて表

示されます。EDS/EBSCOhost にログイン後、MyEBSCO*→ユーザー設定で言語を設定すると、ブラウザ

の言語設定よりも優先されます。 

 ブラウザの言語設定を変更する場合は、ブラウザの再起動が必要になります。現在のセッションを保持したまま

言語変更するなら、MyEBSCO*→ユーザー設定で言語を変更してください。 

 ご利用者がMyEBSCO*にサインインした後に言語設定を行うと、それ以降はMyEBSCO*にサインイン

すれば、ブラウザの言語設定より優先してその言語設定で表示されます。 

 サインインせずに言語設定をすると、そのセッションを終えて次にブラウザを開いたときには、再びブラウザの言語

設定で表示されます。 

*MyEBSCO とはよりパーソナライズされた環境でサービスを得られる個人アカウントのことです。 

 New Publication Finderは、言語別にプロファイルがございますので、必要な言語の New 

Publication Finder のアクセス URL をご用意いたします。こちらはブラウザの言語設定とは無関係にプロファ

イルに設定した言語のインターフェースが表示されます。 



 

【データベース特有のリミッター】 
新ユーザーインターフェースでは、複数のデータベースを選択した場合、【フィルタ】タブの下に、データベース共通のリミッターと
データベースごとの特有なリミッターが表示されるようになりました。 

 

 

 

 

 

◀【共通のリミッター】 

【データベースごとの 
特殊なリミッター】▶ 

データベース名 

ドロップダウンメニューで 
リミッターを設定します。 

データベースごとの 
リミッターの開閉ボタン 

管理者画面の EBSCOadmin で 
データベースごとのリミッター順序を変える
ことができます。 

 詳細検索 
画面より 



 

【フィルタ機能】 
新ユーザーインターフェースでは、使用頻度の高い「全文」、「学術誌(査読)」といったフィルタ機能を検索ボックスのすぐ下に
表示させることで、さらに見やすく、使いやすくなりました。また、「すべてのフィルタ」をクリックすると、画面右側にポップアップ表
示され、画面の音声読み上げソフトのアクセシビリティを大幅に向上させました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すべてのフィルタ」機能 
 
① 上部に表示されるフィルタは、12点までです。 

13点以上のフィルタを表示するときは「+○件増やす」を 
クリックしてください。表示するフィルタ数を戻す場合は 
「表示件数を減らす」をクリックします。 

② 各フィルタを展開するときは、右の＞をクリックしてください。 
③ 複数選択可能なフィルタは、折りたたむとフィルタのリストが 

非表示になります。 
④ 「すべてクリア」ボタンを最下部に移動しました 
⑤ 編集したフィルタで確定させるときは、「適用」ボタンを 

クリックします。 
 

1 クリック 

例えば、使用頻度の高い 
「学術誌（査読）」フィルタ機能 
フィルタが OFF のときはボタンが灰色に 
フィルタが ONのときはボタンが青くなり、 
黄色のチェックマークが表示されます。 
 

①  

②  

③  

④  ⑤  



 

【フィルタ機能強化】 
新ユーザーインターフェースでは、検索ごとにフィルタ機能を固定することができるようになりました。 
従来は検索するたびにリミッターやフィルタが固定できず、複数のフィルタを適用したり、検索用語を変更したりする際に、 
不便でした。そこで新ユーザーインターフェースでは、次の機能強化を行いました。 

 
 
 

 

① 

② 

③ 

フィルタの改善点 
 フィルタ、リミッターが検索ごとに固定されます。 
 フィルタの解除オプションがつきました。…① 
 検索結果がゼロまたは少なすぎる場合、 

「アクティブなフィルタ」の検索ワードの横にある「×」で
削除できます。…② 

 フィルタ固定のオン/オフが可能…③ 
 
 



 

【検索モード・拡張機能】 
検索ボックスが３つ表示される詳細検索画面の下、「検索オプション」にて「検索モード」と「拡張」を指定します。 
[すべてのフィルタ]を開いたパネル内に指定した「検索モード」「拡張」の条件が表示されます。 
 
 
 
 

 

 

 

 詳細検索 
画面より 



 

【検索結果から抄録を表示する】 
検索結果から抄録を確認することができます。 
「表示件数を増やす」「表示件数を減らす」をクリックすることで、抄録の全体表示のオン/オフが切り替えられますので、 
検索結果から離れることなく、論文の抄録を確認することができ、求める文献かどうかの判断ができます。 

 

 

 

 

「表示件数を増やす」をクリックすると、 
抄録全文が表示されます 
 
 
「表示件数を減らす」をクリックすると、 
「表示件数を増やす」をクリックする前の
表示に戻ります 



 

【検索履歴】 
検索実行後、マイダッシュボード内の「最新のアクティビティ」をクリックすると、検索履歴が S1,S2, S3…と表示されます。 
限定フィルター、検索モード、拡張といった条件も一緒に表示されます。検索履歴は個人アカウントMyEBSCO を作成す
るとログアウト後も保存することができます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②検索履歴（S1, S2, S3…）から掛け合わせたいキーワードにチェックを入れ     アイコンをクリックし、

AND,OR,NOT の組み合わせを選択します。 選択した内容が上部の検索窓に反映されます。 

S3 と S2を ANDで結び、最後に S1 を NOTで結ぶ 

③検索式が完成したら検索窓右の     アイコンをクリックして検索を実行します。 

④保存した検索履歴から再度検索を実行するには、まずマイダッシュボード内の「最新のアクティビティ」内に表示された検索履歴を「保存」します。検索

履歴はマイダッシュボード内の「保存済み」内に保存されます。「保存済み」内の検索履歴から、お好みのキーワードをクリックして検索を実行します。この時、

「最新のアクティビティ」内の表示されていた検索履歴 S1,S2, S3（S と数字）は消え、キーワードの検索式のみが表示されます。 

検索履歴を「保存」するには保存マークをクリック 

 
保存マークが   から    に変わったら OK 

 

 

① 検索履歴の表示 

S3 social distance 

S2 pandemic 

S1 covid-19 

キーワード名をクリックし検索を開始 

検索履歴は個人アカウント MyEBSCO を作成すると

ログアウト後も保存ができます。未作成の場合は画面

にアカウント作成を促すメッセージが表示されます。 

 

マイダッシュボード内の「保存済み」内に検索履歴が保存されます。 



 

【検索結果レコードを一括保存・引用・共有する】 
新ユーザーインターフェースでは、検索結果のレコードを一度に最大 50件まで一括保存、引用、共有ができます。 
また、検索結果のレコードを最大 25,000件一括エクスポートもご利用いただけます。 
※25,000件一括エクスポート機能は個人アカウントMyEBSCO が必須です。 

 

  

「1~50 を選択」をクリックすると、50件すべてのレコードにチェック

が入り、一括保存・引用・共有ができます。「すべて選択解除」も

可能です。 

 

 

最大 25,000件の検索結果を一括でメール送信する場合は、個人アカウントMyEBSCO

のサインインを求められますので、表示される画面に従って入力を進めてください。 

以下のようなメールを受信し

ますので、「メタデータをダ

ウンロード」をクリックして

結果を入手します。 



 

【雑誌アラート】 
雑誌アラートは、出版物の詳細画面で作成できます。アラートは、E メールで送信することも、 
「マイ ダッシュボード」の「アラート」からアラート一覧を確認することも可能です。 
雑誌アラートは新ユーザーインターフェースには移行されませんので、新ユーザーインターフェースでアラートを作り直す必要が
あります。予めご了承ください。 

  

 

 

 

 

 

 

「アラートの作成」をクリックすると、 
個人アカウント「MyEBSCO」の登録者宛に 
「アラートの詳細」が E メールで届きます。 

アラート機能をご利用いただくには、 
個人アカウント「MyEBSCO」が必要です。 

 詳細検索 
画面より 



 

【検索アラート】 
検索アラートを作成し、検索条件に基づく最新情報を受け取ることができます。 
アラート機能をご利用いただくには、個人アカウント「MyEBSCO」が必要です。なお、旧ユーザーインターフェースで作成した
検索アラートは新ユーザーインターフェースには移行されませんので、新ユーザーインターフェースでアラートを作り直す必要が
あります。予めご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

個人アカウント「MyEBSCO」に登録している 
e メールアドレスが表示されます。 

個人アカウント「MyEBSCO」の登録者宛に 
「アラートの詳細」が E メールで届きます。 



 

【音声読み上げ機能】 
新ユーザーインターフェースでは、フルテキストの音声読み上げ機能が改善されました。 
オンライン全文、PDF ともに「音量」「再生速度」の調節、音源（MP3）のダウンロードができます。 
オンライン全文ではさらに「自動スクロール」機能にテキストハイライト色を選べるようになりました。 
※音声を再生するときは、右上のイヤホンアイコンをクリックします。 

 
 

 



 

【オンライン全文を翻訳する】 
新ユーザーインターフェースでフルテキストの翻訳機能が改善されました。 
オンライン全文があれば英語から日本語をはじめ他の言語に翻訳が可能です。 
下記の例では英語から日本語へ翻訳しており、[元の言語] ボタンをクリックすれば再び英語に戻すことができます。 
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